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ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
手
次
を
懸
け
、
鰻
を
し
、
小
竹
を
手
草
に
結
い
、
岩

屋
の
戸
の
前
に
ウ
ケ
を
伏
せ
て
踏
み
鳴
ら
し
、
「
神
懸
」
し
て
胸
乳
を
掛

き
出
だ
し
、
裳
の
緒
を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
る
。
す
る
と
、
高
天
原
が
「
動
」

じ
、
八
百
万
の
神
が
「
共
咲
」
し
た
と
い
う
「
古
事
記
』
に
お
け
る
天
岩

屋
の
前
で
の
ウ
ズ
メ
の
行
為
は
、
な
ん
ら
か
の
儀
礼
を
背
景
と
し
た
も
の

（１）

と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
西
郷
信
綱
は
背
後
に
儀
礼
を
想
定
し

て
い
る
も
の
の
、
『
記
』
の
詞
章
を
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
チ
ッ
ク
」
な
文
体

と
し
て
、
詞
章
そ
の
も
の
に
儀
礼
的
要
素
が
は
ら
ま
れ
る
こ
と
を
示
唆
し

（２）

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
三
浦
佑
之
は
、
天
岩
屋
の
く
だ
り
に
語
ら
れ
て

ゆ
く
も
ろ
も
ろ
の
準
備
や
行
為
全
体
が
、
叙
述
の
流
れ
と
し
て
「
思
兼
神

に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た
も
の
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
思
兼
神
は
脚
本
家
兼

演
出
家
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
し
、
「
ヲ
．
と
し
て
振
る
舞
う
ウ

ズ
メ
と
、
そ
れ
を
見
て
充
足
し
た
エ
ラ
ク
神
々
と
は
親
和
」
し
、
ア
マ
テｂえゐ匂

ラ
ス
を
除
く
高
天
原
の
神
々
が
一
体
化
し
た
状
態
が
神
々
の
「
歓
喜
び
咲

あ
そ

（３）

き
楽
ぶ
」
状
態
で
あ
る
と
し
た
。

「
汝
が
命
に
益
し
て
貴
き
神
の
坐
す
が
故
に
、
歓
喜
ぴ
咲
き
楽
ぶ
」
と

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
「
所
作
の
所
作
」
猪
股
と
き
わ

１
「
所
作
」
と
い
う
視
点
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ｌ
『
古
事
記
」
に
お
け
る
神
話
的
な
知
Ｉ シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
側
所
作
と
知
ｌ
〈
型
〉
が
生
み
出
す
身
体
の
知
Ｉ

ア
マ
テ
ラ
ス
を
編
す
に
至
る
ま
で
の
「
記
」
の
叙
述
が
、
ウ
ズ
メ
た
ち
の

行
為
を
演
技
や
芝
居
を
思
わ
せ
る
聖
な
る
編
し
、
嘘
、
で
あ
る
と
明
か
し

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
も
の
自
体
で
は
な
い
の
に
、
あ
た
か
も
そ
う

で
あ
る
か
の
よ
う
に
真
似
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
は
編
さ
れ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
『
記
』
が
了
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
神
が
胴
さ

れ
る
と
は
神
が
受
け
止
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
真
似
で
し
か
な
い

と
わ
か
っ
て
い
て
真
似
し
、
そ
の
場
の
者
た
ち
も
偽
物
を
本
物
で
あ
る
か

の
よ
う
に
受
け
止
め
る
と
い
う
関
係
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
為
の

「
型
」
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
天
孫
降
臨
の
際
に
は
、
ア

マ
テ
ラ
ス
は
鏡
を
授
け
て
「
此
の
鏡
」
を
「
吾
が
前
を
拝
む
が
如
く
」
い

つ
き
ま
つ
れ
と
教
え
る
が
、
こ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
鏡
の
よ
う
な
役
割
を
、

行
為
の
「
型
」
が
も
つ
の
で
あ
る
。

「
型
」
に
の
っ
と
っ
て
真
似
る
行
為
は
、
ふ
り
を
し
て
い
る
だ
け
だ
と

認
識
さ
れ
な
が
ら
、
行
為
の
当
事
者
と
受
け
手
、
真
似
る
対
象
と
い
っ
た

全
体
を
巻
き
込
み
、
世
界
に
作
用
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
『
記
』

自
身
が
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
所
作
と
い
う
語
は
仏
教
語
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
「
型
」
に
の
っ
と
り
何
事
か
を
真

似
る
行
為
を
「
所
作
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
本
当
に
「
記
」
じ
た
い
が
、
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ウ
ズ
メ
の
行
為
を
「
所
作
」
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
検
証
し

たい。西
郷
信
綱
が
コ
セ
ン
テ
ン
ス
に
「
・
・
・
し
て
」
（
而
）
を
え
ん
え

ん
二
十
回
近
く
も
く
り
返
し
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
チ
ッ
ク
な
語
り
く
ち
」
で

（４）
あ
る
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
は
以
下
で
あ
る
。

召
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
而
、

：
・
・
制
封
割
割
翻
幽
州
澗
而
、

・
・
・
・
桐
謝
封
詞
訊
封
而
、

・
・
・
明
署
・
・
・
刺
調
・
・
・
刷
調
・
・
祠
、

．
：
．
布
刀
玉
命
布
刀
御
幣
登
刷
掛
而
、

天
児
屋
命
布
刀
詔
戸
言
襯
創
而
、

天
手
力
男
神
鬮
劃
司
掴
而
、

天
宇
受
売
命
羽
凋
調
天
香
山
天
之
日
影
而
、
為
綬
天
之
真
析
而
、
羽
劇

結
天
香
山
之
小
竹
葉
而
、
於
天
之
岩
屋
戸
閃
淵
気
而
、

鬮
割
開
削
割
凹
翻
矧
側
綱
而
、
掛
出
胸
乳
裳
緒
忍
垂
於
番
登
也
。
（
爾
、

高
天
原
動
而
、
八
百
万
神
共
咲
。
）

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
～
而
、
～
而
」
と
続
い
て
ゆ
く
一
文
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
以
下
の
神
々
の
行
為
が
途
中
ま
で
「
令
思
」

「
令
鳴
」
「
令
作
」
「
令
占
」
と
、
八
百
万
神
の
使
役
と
し
て
進
ん
で
い
る

こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
思
い
、
鳴
き
、
作
り
、
占
い
の
準
備
を
す
る
の
は

利
玉
祖
命

是
以
八
百
万
神
於
天
安
之
河
原
神
集
々
而
、

高
御
産
巣
日
神
之
子
思
金
神
令
思
而
、

集
常
世
長
鳴
烏
制
卿
而
-

令
作
八
尺
勾
璃
之
五
百
津
之
御
須
麻
流
之
珠
而

・
科
伊
斯
許
理
度
売
命
令
作
鏡
而
、

あ
く
ま
で
も
冒
頭
に
名
を
提
示
さ
れ
る
高
天
原
の
八
百
万
神
の
総
意
に
よ

る
の
で
あ
る
。
各
祭
祀
行
為
の
当
事
者
は
、
八
百
万
の
神
々
に
よ
っ
て
作

ら
さ
れ
、
鳴
か
さ
れ
、
占
い
の
準
備
を
さ
せ
ら
て
い
る
こ
と
、
祭
祀
技
術
（
Ⅱ

ワ
ザ
）
は
あ
く
ま
で
も
神
々
の
意
思
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
行
使
さ
れ
る

こ
と
を
、
こ
の
語
り
口
は
示
し
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
か
ら
「
根

許
士
爾
許
士
而
」
「
取
著
」
「
取
繋
」
「
取
垂
」
「
布
刀
御
幣
登
取
持
而
」
：
．

と
い
っ
た
よ
う
に
、
行
為
を
行
う
当
事
者
で
あ
る
神
を
主
体
と
し
た
動
作

と
な
っ
て
い
る
。
「
根
こ
じ
に
こ
じ
」
「
取
り
つ
け
」
「
取
り
し
で
」
「
取
り

た
れ
」
の
あ
た
り
か
ら
、
八
百
万
神
と
そ
の
意
を
受
け
る
技
術
の
当
事
者

（
神
）
と
の
区
別
が
な
く
な
り
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
チ
ッ
ク
な
語
り
く
ち
」
と
は
、
当
事

者
が
神
意
を
受
け
て
ワ
ザ
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

次
第
に
行
為
の
当
事
者
と
行
為
の
指
令
者
と
の
区
別
を
な
く
し
て
ゆ
く
語

り
口
で
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
る
。

「
思
」
「
鳴
」
「
作
鏡
」
・
・
・
な
ど
の
動
作
は
、
語
り
口
の
進
行
と
と
も

に
継
起
的
に
起
こ
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
岩
屋
の
内
側
の
ア
マ

テ
ラ
ス
を
外
に
引
っ
張
り
だ
す
（
招
く
）
た
め
の
動
作
と
い
う
点
で
は
同

じ
働
き
を
も
ち
、
す
べ
て
が
同
じ
意
味
を
も
つ
行
為
の
重
層
、
た
た
み
重

ね
で
も
あ
ろ
う
。
祭
祀
の
準
備
を
行
っ
て
ゆ
く
過
程
（
こ
れ
自
体
が
祭
祀

で
あ
る
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の
当
事
者
が
特
定
の
ワ
ザ
を
働
か
せ
て

ゆ
く
最
中
に
お
い
て
、
神
々
の
意
思
の
忠
実
な
反
復
と
し
て
の
行
為
は
、

次
第
に
な
い
し
は
重
層
す
る
行
為
の
あ
る
局
面
に
お
い
て
、
八
百
万
の

神
々
の
行
為
と
完
全
に
一
致
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「
所
作
」

と
は
、
『
記
』
の
天
岩
屋
の
く
だ
り
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
、
神
意
の
反

復
と
し
て
の
動
作
で
あ
り
つ
つ
、
反
復
が
一
致
に
も
な
り
う
る
と
い
う
ワ
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ウ
ズ
メ
の
「
神
懸
」
は
祭
祀
の
当
事
者
た
ち
の
ワ
ザ
の
行
使
の
果
て
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
な
い
し
、
行
為
の
た
た
み
重
ね
の
た
だ
中
の
、
当
事

者
と
神
意
と
の
一
致
が
実
現
し
た
局
面
に
あ
る
。
で
は
、
「
神
懸
」
と
は
、

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
居
宣
長
は
『
記
」
の
「
神
懸
」
に
つ
い
て
、
「
紀
』
正
文
が
「
顕
神

明
之
想
談
」
を
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
よ
ま
せ
る
の
を
ふ
ま
え
て
で
あ
ろ
う
、

「
俗
に
所
謂
託
宣
な
り
。
但
此
ら
は
正
し
く
某
々
の
神
の
有
べ
き
事
を
告

覚
し
給
な
る
を
、
今
此
段
の
神
懸
は
、
物
の
着
て
正
心
を
失
へ
る
状
に
、

た
は
れ
ご
と

え
も
云
い
剤
戯
言
を
云
て
、
俳
優
を
な
す
を
云
へ
り
」
と
す
る
。
「
神
懸
」

は
託
宣
だ
が
、
通
常
の
託
宣
で
は
神
が
事
（
言
）
を
告
げ
る
の
に
こ
こ
に

は
「
告
覚
」
が
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
か
み
が
か
っ
て
い
る
」
と
称
さ
れ
る
、

正
気
を
失
っ
て
い
る
状
態
だ
と
い
う
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
近
代
以
降
の

研
究
で
は
、
祭
祀
や
祭
り
の
場
で
の
「
タ
ハ
レ
ゴ
ト
」
や
性
的
な
要
素
を

強
調
す
る
演
技
に
こ
そ
神
事
的
意
義
を
見
い
だ
し
た
。
さ
ら
に
シ
ャ
ー
マ

ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
語
り
口
は
、
模
倣
で
し
か
な
い
行
為
の
力
を
呼
び
起
こ

そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ウ
ズ
メ
の
「
神
懸
」
に
つ

い
て
の
疑
問
は
残
る
。
「
神
懸
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
な
の
か
。

吉
田
修
作
は
、
『
仲
哀
記
』
「
仲
哀
紀
』
『
崇
神
紀
」
『
顕
宗
紀
』
『
天
武
紀
』

に
「
託
」
「
神
明
想
」
「
著
」
「
神
着
」
な
ど
と
あ
る
場
面
と
比
較
し
、
「
他

の
〈
神
が
か
り
〉
の
事
例
で
は
、
そ
の
主
体
は
神
で
あ
り
、
「
誰
に
侭
り
て
」

ザ
の
行
使
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
岩
屋
の
く
だ
り
の
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
チ
ッ

ク
な
語
り
く
ち
」
自
体
が
、
「
所
作
」
な
る
も
の
の
起
源
を
語
り
明
か
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
ウ
ズ
メ
の
「
為
神
懸
」

な
ど
と
い
う
表
現
を
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
当
該
の
ウ
ズ
メ
の
〈
神

が
か
り
〉
は
主
体
が
ウ
ズ
メ
で
あ
っ
て
、
神
名
は
そ
の
時
点
で
は
不
明
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
こ
は
他
の
場
面
と
は
異
な
り
「
神

懸
」
（
神
が
か
り
）
の
神
話
的
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
ゆ
え
に
後
に
続
く

ウ
ズ
メ
と
岩
屋
の
内
の
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
問
答
（
「
吾
が
隠
り
坐
す
に
因

り
て
～
」
「
汝
が
命
に
益
し
て
貴
き
神
の
坐
す
が
故
～
」
）
が
、
ウ
ズ
メ
の

（５）

得
た
神
託
に
相
当
す
る
、
と
い
う
。

た
し
か
に
「
仲
哀
記
」
に
見
え
る
託
宣
場
面
、
「
其
大
后
息
長
帯
日
売

命
者
、
当
時
、
帰
神
。
故
．
：
天
皇
、
控
御
琴
而
、
建
内
宿
禰
大
臣
、

居
於
沙
庭
、
請
神
之
命
。
於
是
、
対
同
帰
捌
１
司
劉
剴
訓
、
西
方
有
国
．
：
」

に
お
い
て
、
「
帰
神
」
す
る
、
「
神
」
を
「
帰
（
よ
）
」
す
の
は
大
后
で
あ

る
が
「
言
教
覚
詔
」
し
た
、
王
体
は
、
あ
く
ま
で
も
「
神
」
で
あ
ろ
う
。
同

様
、
「
神
懸
」
も
、
こ
の
語
じ
た
い
は
、
神
を
主
体
と
し
た
動
作
、
「
神
」

が
「
懸
（
か
こ
か
る
、
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
一
方
で
、
「
天

宇
受
売
命
手
次
繋
・
・
・
」
と
始
ま
る
文
の
流
れ
の
中
で
は
、
ウ
ズ
メ
が
、

た
だ
し
、
八
百
万
神
の
意
を
受
け
た
ウ
ズ
メ
が
、
「
神
懸
」
と
い
う
「
所
作
」

を
行
う
主
体
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
、
該
当
箇
所

を引く。
・
・
・
天
宇
受
売
命
手
次
繋
天
香
山
天
之
日
影
而
、
為
綬
天
之
真
析
而
、

手
草
結
天
香
山
之
小
竹
葉
而
、
於
天
之
岩
屋
戸
伏
汗
気
而
、
踏
登
杼
呂

許
志
為
神
懸
而
、
掛
出
胸
乳
裳
緒
忍
垂
於
番
登
也
。

「
神
懸
」
（
神
、
懸
か
る
）
で
は
な
く
て
「
為
神
懸
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
見
落
と
せ
な
い
だ
ろ
う
。
動
作
を
示
す
と
思
わ
れ
る
語
の
上
に
さ
ら

に
動
作
を
示
す
「
為
」
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
事
例
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
二
記
」
上
巻
の
み
）
。
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ａ
「
吾
与
汝
、
行
廻
逢
是
天
之
御
柱
而
、
剃
美
洲
謁
廟
到
澗
則
。
」

ｂ
「
吾
者
、
到
於
伊
那
志
許
米
志
許
米
岐
稜
国
而
在
祁
理
。
故
、
吾
者

為御身之涙也。」

Ｃ
・
・
・
糠
時
、
所
成
坐
神
名
、
八
十
禍
津
日
神
、
次
、
大
禍
津
日
神
。

此
二
神
者
、
所
到
其
稜
繁
国
之
時
、
因
汚
垢
而
所
成
神
之
者
也
。
次
、

為
直
其
禍
而
所
成
神
名
、
神
直
毘
神
、
次
、
大
直
毘
神
、
次
、
伊
豆

能売。

ｄ
「
・
・
・
何
由
以
、
天
宇
受
売
者
為
楽
、
亦
、
八
百
万
神
諸
咲
」
爾
、

天
宇
受
売
白
言
「
益
汝
命
而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
楽
」
。

ｅ
如
此
歌
、
即
剃
判
樹
副
地
而
、
字
那
賀
気
理
弓
、
至
今
鎮
座
也
。

ｆ
高
木
神
告
之
「
此
矢
者
、
所
賜
天
若
日
子
之
矢
」
、
即
示
諸
神
等
詔
者
、

「
或
天
若
日
子
、
不
誤
命
、
剃
射
悪
神
之
矢
之
至
者
、
不
中
天
若
日
子
。

或
有
邪
心
者
、
天
若
日
子
、
於
此
矢
麻
賀
礼
」
云
而
・
・
・
・

ｇ
乃
於
其
処
作
喪
屋
而
、
河
鳫
剃
燗
伽
理
樹
、
鷺
剃
掃
擶
、
翠
烏
為
御

食
人
、
雀
為
碓
女
、
推
為
突
女
、
如
此
制
泪
而
、
日
八
日
夜
八
夜
、

遊也。

ｈ
「
・
・
・
・
然
、
剃
尉
週
１
刷
創
而
、
往
御
大
之
前
、
未
還
来
。
」

ｉ
言
「
誰
来
我
国
而
、
忍
々
如
此
物
言
。
然
、
欲
為
力
競
。
故
、
我
、

先
欲
取
其
御
手
」
。
故
、
令
取
其
御
手
者
・
・
・
・

〕
於
是
、
火
哀
理
命
、
思
其
初
事
而
、
大
一
歎
。
故
、
豊
玉
毘
売
命
、

聞
其
歎
以
、
白
其
父
言
「
三
年
雛
住
、
恒
無
歎
、
今
夜
剃
対
-
引
朝
。

若
有
何
由
」
故
、
其
父
大
神
、
問
其
聟
夫
日
、
「
今
旦
、
聞
汝
女
之
語
、

云
、
三
年
錐
坐
、
恒
無
歎
、
今
夜
剃
対
期
。
若
有
由
哉
・
・
・
」

ｋ
唯
留
其
弟
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
以
、
一
宿
剃
燗
。

一
字
一
音
表
記
の
事
例
で
あ
る
ａ
、
ｅ
に
よ
れ
ば
、
「
為
十
動
作
」
は
、

動
作
や
行
為
を
表
す
語
を
名
詞
化
し
て
、
い
わ
ば
「
～
す
る
こ
と
を
す
る
」

（
「
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ
」
を
す
る
．
「
う
き
ゆ
ひ
」
を
す
る
）
と
い
う
形
で

あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
す
で
に
行
動
が
起
こ
さ
れ
た
後
の
場
合
は
、

今
、
そ
の
動
作
を
名
指
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ｄ
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
岩

屋
の
内
側
に
居
て
な
ん
ら
か
の
音
を
聞
き
、
そ
の
音
を
立
て
て
い
る
行
為

を
「
楽
」
と
い
う
行
為
と
名
付
け
、
「
ど
う
し
て
「
楽
」
と
い
う
行
為
を

す
る
の
か
」
と
聞
い
て
い
る
。
ｈ
、
ｊ
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
一
定
の
行
為
に
つ
い
て
名
指
す
。
た
と
え
ば
Ｃ

は
、
カ
ム
ナ
ホ
ビ
以
下
の
神
が
「
「
直
」
と
い
う
行
為
を
す
る
」
べ
き
神

と
し
て
生
成
す
る
。
ｇ
も
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
河
膓
」
や
「
鷺
」
が

「
持
」
と
い
う
行
為
を
「
為
」
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
～
す
る
こ
と
を
す
る
」

の
形
で
語
っ
た
こ
と
を
総
称
し
て
「
如
此
行
定
（
か
く
行
ひ
定
め
）
」
て
、

と
し
て
い
る
。
「
～
す
る
こ
と
を
す
る
」
形
の
言
い
回
し
は
、
あ
る
一
定

の
動
作
を
、
そ
れ
と
し
て
名
指
し
、
定
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｃ
、
ｅ
、
ｇ
、

ｋ
以
外
は
神
々
の
発
話
文
の
中
に
現
れ
る
の
も
、
神
々
の
発
話
は
、
こ
れ

か
ら
行
う
．
す
で
に
行
わ
れ
た
動
作
を
名
指
し
、
名
付
け
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
「
～
す
る
こ
と
を
す
る
」
形
は
、
す
で
に
神
が
名
指
す

と
こ
ろ
の
行
為
を
行
う
こ
と
、
ｇ
に
あ
っ
た
語
を
用
い
る
な
ら
ば
い
わ
ば

「
行
ひ
定
め
」
ら
れ
た
行
為
を
行
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
本
稿
で
述
べ
る
と

こ
ろ
の
「
所
作
」
の
発
生
を
語
る
場
面
に
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る。ウ
ズ
メ
は
「
神
懸
」
と
す
で
に
名
指
さ
れ
た
行
為
、
い
わ
ば
神
の
言
葉

に
よ
っ
て
す
で
に
「
型
」
ど
ら
れ
た
行
為
を
「
型
」
に
そ
っ
て
行
っ
て
い
る
、

と
『
記
」
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
神
懸
」
（
こ
れ
じ
た
い
「
所
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「
高
天
原
動
而
」
と
い
う
大
振
動
の
震
源
に
、
「
伏
汗
気
而
、
踏
登
杼
呂

許
志
為
神
懸
而
」
と
い
う
ウ
ズ
メ
の
「
所
作
の
所
作
」
が
あ
る
。
伏
せ
ら

れ
た
中
空
の
ウ
ケ
は
倍
音
装
置
と
な
り
、
踏
む
こ
と
で
「
と
ど
ろ
こ
」
し
、

作
」
で
あ
ろ
う
）
の
現
場
の
、
ふ
る
ま
い
や
身
振
り
を
そ
の
と
お
り
に
反

復
し
、
模
倣
す
る
こ
と
、
「
～
す
る
こ
と
」
を
反
復
再
現
し
て
行
う
こ
と

に
ほ
か
な
る
ま
い
。
た
だ
し
、
こ
の
詞
章
全
体
が
所
作
を
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
「
為
神
懸
」
は
所
作
が
繰
り
返
さ
れ
、
た
た
み
重
な
る
中

で
よ
う
や
く
実
現
可
能
で
あ
っ
た
さ
ら
な
る
所
作
、
「
所
作
の
所
作
」
と

い
う
べ
き
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ウ
ズ
メ
の
「
所
作
の
所
作
」
が
引
き
起
こ
し
た
笑
い
を
、
ア
マ
テ

ラ
ス
は
岩
屋
の
「
内
」
で
聞
い
た
、
と
お
ぼ
し
い
。

於
是
天
照
大
御
神
、
以
為
怪
、
細
開
天
石
屋
戸
而
、
内
告
者
「
因
吾
隠

坐
而
、
以
為
天
原
自
闇
、
亦
、
葦
原
中
国
皆
闇
芙
、
何
由
以
、
天
宇
受

売
者
為
楽
、
亦
、
八
百
万
神
諸
咲
」
。
爾
、
天
宇
受
売
白
言
「
益
汝
命

而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
楽
。
」

材
料
を
選
び
、
過
程
を
ふ
ん
で
実
現
す
る
、
「
神
懸
」
の
模
倣
と
し
て

の
「
所
作
の
所
作
」
が
、
岩
を
隔
て
た
向
こ
う
側
に
い
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の

言
葉
で
「
為
楽
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
い
わ
ば
託
宣
で
あ
る
。
が
、
ア
マ

テ
ラ
ス
は
戸
の
内
側
に
あ
っ
て
、
そ
の
場
を
目
撃
し
て
は
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
に
お
け
る
「
楽
」
と
は
ま
ず
第
一
に
「
所
作
」
に
よ
っ
て

起
こ
る
音
声
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
為
神
懸
」
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て

巻
き
起
こ
っ
た
神
々
の
「
咲
」
も
、
岩
屋
の
内
な
る
神
の
耳
を
打
ち
、
神

の
言
葉
を
導
く
音
声
と
し
て
こ
そ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

３
音
現
象
を
模
倣
す
る

大
音
声
に
よ
る
振
動
が
さ
ら
に
世
界
の
振
動
を
呼
び
込
む
。

お
よ
そ
『
記
」
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
音
声
と
は
耳
で
聞
く
だ
け
の
も

（６）

の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
ス
サ
ノ
ヲ
の
「
啼
い
さ
ち
」

は
、
青
山
を
泣
き
枯
ら
し
、
河
海
を
泣
き
乾
し
、
「
悪
神
之
音
、
如
狭
蠅
皆
満
、

万
物
妖
、
悉
発
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
い
る

高
天
原
へ
と
移
動
す
る
と
、
山
川
は
「
悉
動
」
し
国
土
は
「
皆
震
」
す
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
は
そ
れ
を
「
聞
」
き
驚
き
、
弟
の
上
っ
て
く
る
故
は
我
が
国

を
奪
お
う
と
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
と
言
う
。
ス
サ
ノ
ヲ
の
仕
業
に
よ
っ
て

ア
マ
テ
ラ
ス
が
岩
屋
に
篭
る
と
、
世
界
は
何
時
と
も
知
れ
ぬ
「
常
夜
」
と

な
る
と
と
も
に
「
万
神
之
声
者
、
狭
蠅
那
須
満
、
万
妖
、
悉
発
」
と
な
る
。

根
堅
州
国
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
も
と
か
ら
盗
ま
れ
よ
う
と
し
た
天
詔
琴
が
樹
に

ふ
れ
る
と
「
地
、
動
鳴
」
し
、
寝
て
い
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
聞
」
き
驚
き
、

目
覚
め
て
し
ま
う
。
悪
神
や
万
妖
の
躍
動
は
「
音
」
や
「
声
」
と
し
て
捉

え
ら
れ
、
山
川
や
国
土
の
振
動
も
音
声
と
し
て
「
聞
」
か
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
音
声
は
目
に
見
え
る
動
き
で
あ
り
、
形
あ
る
も
の
を
打
ち
、
揺
動
さ

せ
る
。
天
や
国
土
、
山
川
草
木
、
と
い
っ
た
外
界
の
す
べ
て
を
共
振
さ
せ
、

と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
「
悪
神
」
や
「
妖
」
の
活
動
を
呼
び
、
共
振
が
共

振
を
呼
ぶ
統
御
の
効
か
な
い
、
い
わ
ば
「
音
現
象
」
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
大
音
声
や
発
生
源
の
不
明
な
物
音
は
、
「
音
現
象
」
へ

と
進
展
す
る
力
を
秘
め
て
い
る
ゆ
え
に
底
知
れ
ぬ
畏
怖
の
対
象
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
音
現
象
に
は
多
く
ス
サ
ノ
ヲ
が
関
わ
っ
て
い
た
。
ス
サ
ノ
ヲ

の
身
体
は
、
行
動
す
れ
ば
音
声
を
立
て
、
そ
の
音
声
は
自
ら
の
意
図
と
は

関
係
な
く
森
羅
万
象
の
共
鳴
を
呼
び
、
共
振
し
合
っ
て
し
ま
う
、
統
御
の

効
か
な
い
音
声
増
幅
装
置
で
あ
り
、
音
現
象
と
し
て
出
現
す
る
異
常
事
態
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の
発
生
源
で
あ
っ
た
。
常
に
変
化
・
移
動
し
続
け
て
混
沌
を
呼
ぶ
と
も
さ

（７）
れ
る
ス
サ
ノ
ヲ
に
ま
つ
わ
る
音
現
象
と
は
、
予
測
も
反
復
も
不
可
能
な
も

の
、
「
型
」
に
収
ま
ら
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
「
所
作
」
を
、

す
で
に
神
意
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
型
」
に
の
っ
と
る
が
ゆ
え
に
反
復

し
、
模
倣
し
、
習
得
す
る
こ
と
が
可
能
な
行
為
と
す
る
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
の

行
動
は
「
所
作
」
で
は
な
も
の
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

ができる。

対
し
て
、
ウ
ズ
メ
は
ス
サ
ノ
ヲ
に
ま
つ
わ
る
音
現
象
と
類
似
の
事
態
を
、

ワ
ザ
を
介
在
さ
せ
、
あ
く
ま
で
も
「
所
作
の
所
作
」
と
し
て
起
こ
し
て
い
る
。

原
初
の
岩
や
草
木
の
活
動
（
振
動
、
音
）
と
共
振
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
自
ず

か
ら
な
な
る
活
動
（
振
動
、
音
）
の
引
き
起
こ
し
た
事
態
と
、
ウ
ズ
メ
の

音
声
。
ウ
ズ
メ
の
立
て
る
ワ
ザ
を
介
在
さ
せ
た
お
そ
ら
く
は
規
則
的
な
音

声
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
起
こ
す
音
現
象
と
類
似
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
ス
サ

（８）

ノ
ヲ
の
振
動
音
を
打
ち
消
す
強
度
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
音
声
は
打
ち
消
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
振
動
と
振
動
と

が
波
長
を
同
じ
く
し
、
共
振
し
合
う
瞬
間
を
把
握
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
ウ
ズ
メ
の
立
て
る
音
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
丹
念
に
た

ど
っ
て
み
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ウ
ケ
を
踏
む
動
作
が
立
て
る
音
に
ま
つ
わ
る
と
お
ぼ
し
い
語
は
「
登
杼

呂
許
志
」
で
あ
る
。
「
と
ど
ろ
こ
す
」
の
「
と
ど
ろ
」
は
、
万
葉
歌
に
「
可

豆
思
賀
能
麻
萬
能
手
兒
奈
我
安
里
之
可
婆
麻
末
乃
於
須
比
永
詞
謁

毛
登
杼
呂
永
」
（
Ⅲ
三
三
九
三
「
伊
波
婆
之
流
刻
稠
到
詞
冨
団
剴
刎
喝
蝋

刑
謝
詞
乎
之
伎
氣
婆
京
師
之
於
毛
保
由
」
（
巧
三
六
一
七
）
、
「
左
夫
流
兒

我
伊
都
伎
之
等
乃
永
須
受
可
氣
奴
波
由
麻
久
太
礼
利
佐
刀
毛
等
騰
呂

永
」
（
略
四
二
○
）
と
あ
り
、
「
動
」
「
動
々
」
「
動
響
」
（
「
秋
去
者
山

裳
動
響
永
左
男
鹿
者
妻
呼
令
響
」
な
ど
）
も
含
め
、
岩
に
落
ち
る
水
の
音
、

打
ち
寄
せ
る
波
の
音
、
あ
た
り
全
体
を
振
動
さ
せ
る
雄
鹿
や
鳥
、
蝉
の
声
、

こ
れ
ら
異
類
の
立
て
る
自
然
音
に
類
し
て
し
ま
う
人
々
の
統
率
な
し
に
打

ち
騒
ぐ
声
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
岩
屋
に
籠
り
、
暗
黒
と
な
っ
た
世
界
に
何
処
と

も
知
れ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
満
ち
て
く
る
「
狭
蠅
」
な
す
「
万
神
之
声
」

に
、
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
水
章
雄
は
「
さ
ば
え
な
す
」

と
形
容
さ
れ
る
神
々
の
声
に
つ
い
て
、
古
代
文
献
に
天
孫
降
臨
以
前
の
地

上
世
界
に
現
象
し
た
も
の
と
し
て
散
見
さ
れ
る
「
草
木
言
語
」
に
連
な
る
、

「
始
原
の
無
名
の
神
の
「
類
（
た
ぐ
い
）
」
」
と
し
か
言
い
表
せ
な
い
「
雑
霊
」

の
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
言
葉
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
雑
音
（
ノ
イ
ズ
）

と
意
味
明
ら
か
な
言
葉
と
の
未
分
状
態
を
表
し
、
「
草
木
言
語
」
を
「
装
う
」

（９）

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
と
ど
ろ
こ
す
」
行
為
は
、
た
と
え
ば
蝉
の
声

が
「
と
ど
ろ
」
と
立
て
る
音
を
真
似
た
音
声
を
、
あ
え
て
立
て
る
こ
と
で

あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
の
よ
う
に
身
体
が
即
増
音
装
置
で
あ
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
ウ
ケ
と
い
っ
た
道
具
を
用
い
た
行
為
に
よ
っ
て
「
と
ど
ろ
」
を
「
装

う
」
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ワ
ザ
に
よ
っ
て
、
ノ
イ
ズ
を
作
り
出
す

のである。

容
器
を
反
転
さ
せ
て
倍
音
構
造
を
装
備
し
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
で

「
と
ど
ろ
」
と
鳴
る
音
声
を
作
り
出
す
。
そ
れ
は
「
五
月
蝿
」
な
す
「
万
神
」

の
「
声
」
の
周
到
な
る
模
倣
で
あ
り
、
し
か
し
、
行
為
者
の
意
図
と
し
て

で
は
な
く
神
意
の
反
復
と
し
て
、
激
し
く
落
ち
る
水
の
音
、
打
ち
寄
せ
る

波
の
音
、
虫
や
獣
の
声
を
真
似
る
。
そ
れ
が
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
真
似

で
し
か
な
い
か
ら
こ
そ
八
百
万
神
々
ら
も
「
共
咲
」
し
、
高
天
原
は
揺
動

す
る
の
で
あ
る
。
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ウ
ズ
メ
が
「
胸
乳
」
「
番
登
」
を
露
出
す
る
の
は
女
と
い
う
性
を
強
調
し

て
い
る
と
さ
れ
、
狼
雑
な
動
作
、
な
ど
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
「
所

作
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
『
記
』
の
オ
ホ
ア
ナ
ム

チ
は
、
母
神
の
「
母
乳
」
で
死
か
ら
再
生
し
、
オ
ホ
ゲ
ッ
ヒ
メ
の
死
体
の

女
性
性
器
（
ホ
ト
）
に
は
麦
が
生
る
。
い
ず
れ
も
、
女
神
の
「
女
」
と
し

て
の
身
体
部
位
の
力
が
そ
の
ま
ま
行
使
さ
れ
る
事
態
で
あ
ろ
う
。
が
、
ウ

ズ
メ
の
場
合
は
異
な
る
。
ウ
ズ
メ
は
「
為
鰻
天
之
真
析
而
」
と
、
こ
の
く

だ
り
に
お
い
て
髪
飾
り
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
「
ウ
ズ
メ
」
で
あ
つ

（Ⅷ）た
。
「
手
次
」
を
か
け
、
髪
に
「
鰻
」
を
し
て
、
小
竹
を
「
手
草
」
に
結
っ

て
・
・
・
と
い
う
行
為
の
過
程
に
よ
っ
て
、
ウ
ズ
メ
は
「
ウ
ズ
」
「
メ
」
と

成
っ
た
。
「
メ
」
で
あ
る
こ
と
す
ら
、
こ
こ
で
は
ホ
ト
や
胸
乳
を
露
出
す
る

こ
と
で
模
倣
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
ウ
ズ
メ
が
、
ホ
ト
や
胸
乳
と
い
う
い
わ
ば

動
物
的
な
メ
の
属
性
を
露
出
す
る
ま
で
の
過
程
に
、
植
物
を
身
に
纏
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
記
』
で
は
、
植
物
が
生
成
す
る
力
と
「
生
」
む
力
は
、

別
種
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム

ム
ス
ヒ
は
「
ウ
ム
ス
」
（
生
ま
せ
る
）
と
い
う
力
を
も
っ
て
称
え
ら
れ
、
ウ

マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ヂ
は
「
如
葦
芽
因
萌
騰
之
物
而
成
神
」
、
す
な
わ
ち
植

物
が
冬
に
死
に
、
春
に
ま
た
芽
ぶ
く
、
回
帰
す
る
力
を
も
っ
て
称
え
ら
れ

（Ⅲ）る
。
ウ
ズ
メ
は
、
蔓
植
物
を
身
に
纏
い
付
け
る
こ
と
で
、
植
物
へ
と
変
装
し
、

同
時
に
生
み
育
児
す
る
「
メ
」
で
も
あ
る
こ
と
を
も
、
型
ど
り
、
真
似
て

い
る
の
で
あ
る
。

髪
に
か
ぶ
り
物
を
す
る
「
か
づ
ら
す
」
こ
と
を
よ
む
歌
に
、
「
ま
き
も
く

４
双
面
の
媒
介
者

の
穴
師
の
山
の
山
人
と
人
も
見
る
が
に
山
か
づ
ら
せ
よ
」
含
古
今
和
歌
集
』

巻
二
○
・
一
○
七
六
）
が
あ
る
が
、
折
口
信
夫
は
「
古
く
か
ら
、
そ
の
土
地

に
住
ん
で
い
た
先
住
民
が
：
．
帰
順
の
象
徴
に
、
宮
廷
お
よ
び
宮
廷
に

関
係
深
い
里
の
社
の
祭
り
に
参
加
し
て
、
山
苞
を
持
っ
て
き
て
、
ま
た
山

人
の
舞
を
舞
っ
た
の
で
あ
る
・
・
・
か
な
ら
ず
し
も
真
の
山
人
が
来
る
わ

け
で
は
な
く
、
山
人
に
仮
装
し
て
、
普
通
の
神
人
が
」
舞
う
の
で
あ
る
、

（吃）

と
し
て
い
る
。
天
の
ヒ
カ
ゲ
と
い
う
蔓
草
を
か
ぶ
り
、
マ
サ
キ
を
手
次
に

か
け
、
サ
サ
を
手
に
し
、
と
植
物
を
身
に
つ
け
る
ウ
ズ
メ
も
、
今
帰
順
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
原
生
植
物
た
ち
の
真
似
を
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
よ

う
。
動
物
的
な
「
メ
」
の
威
力
と
植
物
の
力
と
い
う
別
種
の
威
力
が
「
所
作
」

に
よ
っ
て
、
合
成
・
統
合
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

小
竹
葉
を
束
ね
結
っ
た
手
草
は
、
音
声
と
も
関
連
し
て
く
る
。
ウ
ズ
メ

の
「
足
」
が
ウ
ケ
を
踏
み
「
と
ど
ろ
こ
す
」
と
き
、
ウ
ズ
メ
の
「
手
」
の

小
竹
葉
は
葉
擦
れ
の
摩
擦
音
を
立
て
た
と
お
ぼ
し
い
。
「
佐
左
賀
波
乃

佐
也
久
志
毛
用
永
（
小
竹
が
葉
の
さ
や
く
霜
夜
に
）
・
・
・
」
（
『
万
葉
集
』

別
四
四
三
一
、
防
人
歌
）
と
あ
る
よ
う
に
、
小
竹
葉
は
サ
ヤ
グ
。
サ
ヤ
グ

は
「
．
：
う
ね
ぴ
や
ま
こ
の
は
さ
や
ぎ
ぬ
か
ぜ
ふ
か
む
と
す
」
（
『
記
』

歌
謡
別
）
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
小
竹
や
木
の
葉
が
風
な
ど
を
受
け
て
葉
ず

れ
の
音
を
立
て
る
様
態
で
あ
る
。
「
大
殿
祭
」
の
祝
詞
に
は
、
引
き
結
ん
で

あ
る
綱
目
が
緩
む
こ
と
、
葺
い
た
草
の
「
そ
そ
き
」
や
「
夜
女
能
伊
須
須

伎
」
と
い
っ
た
建
築
物
の
素
材
が
ふ
た
た
び
活
動
し
は
じ
め
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
と
「
言
寿
鎮
」
め
申
す
な
か
に
「
御
床
都
比
能
佐
夜
伎
」

と
見
え
る
。
「
記
』
で
は
天
孫
降
臨
以
前
の
地
上
の
さ
ま
を
、
「
豊
葦
原
千

秋
長
五
百
秋
水
穂
者
、
伊
多
久
燭
凋
到
副
旬
洲
理
」
と
し
て
い
る
。
「
い
た

く
さ
や
ぎ
て
」
あ
る
さ
ま
は
ま
た
、
「
記
」
の
中
で
言
向
け
る
べ
き
「
道
速
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振
荒
振
国
神
等
」
が
多
く
い
る
状
態
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
荒
ぶ
る
「
国
神
」

の
中
に
は
地
上
の
草
木
た
ち
の
活
動
も
含
ま
れ
よ
う
。
そ
れ
は
「
紀
」
や

祝
詞
の
中
で
「
草
木
言
語
」
な
ど
と
さ
れ
る
様
で
あ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
篭
っ

て
し
ま
っ
た
岩
屋
の
外
の
「
狭
蠅
」
な
す
「
万
神
之
声
」
が
満
ち
た
様
態

に
も
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
竹
葉
を
ひ
と
ま
と
め
に
括
り
、
葉

ど
う
し
が
擦
れ
合
う
音
を
あ
え
て
立
て
る
こ
と
も
ま
た
「
と
ど
ろ
こ
す
」

に
加
え
て
、
音
現
象
を
引
き
起
こ
そ
う
と
す
る
「
所
作
」
な
の
で
あ
る
。

植
物
を
身
に
纏
い
、
水
や
動
植
物
の
音
を
立
て
る
こ
と
は
、
暗
黒
の
世

界
で
躍
動
す
る
「
万
神
」
た
ち
と
向
き
合
い
、
彼
ら
の
音
現
象
を
模
倣
す

る
こ
と
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
「
狭
蠅
」
な
す
満
ち
る
「
万
神
之
声
」
の
振
動
を
、

共
振
さ
せ
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
八
百
万
神
の

意
を
受
け
た
「
所
作
」
と
し
て
、
行
っ
て
い
る
。
ウ
ズ
メ
の
「
所
作
」
が

「
狂
乱
」
で
あ
り
「
狼
雑
」
で
あ
る
と
言
え
る
と
す
れ
ば
、
ウ
ズ
メ
が
植
物

と
動
物
と
い
う
異
種
の
力
を
合
成
し
た
奇
態
な
姿
、
異
形
と
化
し
、
「
八
百
万

神
」
の
側
に
あ
り
な
が
ら
「
万
神
」
ど
も
の
活
動
を
模
倣
し
共
振
を
呼
ぶ

点
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
真
似
に
す
ぎ
な
い
か
ら
こ
そ

「
八
百
万
神
」
の
「
共
咲
」
の
音
声
を
も
起
こ
す
。
仮
に
「
ほ
ん
と
う
」
に

「
神
懸
」
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
ウ
ズ
メ
も
「
万
神
」
の
一
員
と
な
っ

て
し
ま
い
、
「
八
百
万
神
」
は
「
共
咲
」
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
「
神
懸
」

は
「
為
神
懸
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ウ
ズ
メ
は
「
八
百
万
神
」
（
ア
マ

テ
ラ
ス
）
と
「
万
神
」
（
ス
サ
ノ
ヲ
）
と
の
双
方
を
向
く
、
双
面
の
媒
介
者

と
化
し
て
「
所
作
の
所
作
」
を
行
う
者
な
の
で
あ
る
。

５
サ
ル
メ
ノ
君
と
い
う
名

光
／
闇
、
八
百
万
神
／
万
神
の
区
分
の
、
双
方
を
向
く
こ
と
を
可
能
と

す
る
の
が
「
所
作
の
所
作
」
で
あ
り
、
他
の
ワ
ザ
と
は
異
な
る
、
ウ
ズ
メ

こ
そ
が
担
っ
た
ワ
ザ
で
あ
っ
た
。
「
所
作
の
所
作
」
と
い
う
身
体
活
動
の
「
型
」

は
、
対
立
的
な
二
つ
の
項
を
往
還
す
る
事
態
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
「
記
』

は
語
っ
て
い
よ
う
。

異
質
な
も
の
ど
う
し
の
間
に
立
ち
双
方
を
向
く
ワ
ザ
は
、
岩
屋
の
内
と

外
を
反
転
さ
せ
る
よ
う
な
力
を
発
揮
し
、
果
て
に
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
言
葉

も
得
る
に
及
ぶ
。
ウ
ズ
メ
は
こ
こ
ま
で
で
、
「
仲
哀
記
」
に
見
る
よ
う
な
託

宣
場
面
の
、
神
寄
せ
の
音
を
立
て
る
（
琴
を
弾
く
天
皇
）
、
ョ
リ
マ
シ
（
后
）
、

神
の
言
葉
を
得
る
サ
ニ
ハ
（
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
）
と
い
う
三
つ
の
役
回

り
を
一
人
で
果
た
し
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
「
所
作
の
所
作
」
に
は
、
複
数

の
ワ
ザ
じ
た
い
を
媒
介
し
、
合
成
し
て
し
ま
う
働
き
が
あ
る
、
と
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
後
に
、
天
孫
降
臨
の
場
面
で
は
行
く
手
を
遮
る
サ

ル
タ
ヒ
コ
の
名
を
表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ウ
ズ
メ
一
族
は
「
女
」
を
も
「
男

神
名
」
を
負
う
と
し
て
、
「
猿
女
君
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

女
で
あ
っ
て
男
で
も
あ
る
、
と
い
う
名
を
名
乗
る
と
き
、
「
所
作
の
所
作
」

の
担
い
手
た
ち
は
、
常
に
双
方
向
を
向
き
続
け
る
ふ
る
ま
い
の
「
型
」
を
（旧）

自
ら
に
刻
印
し
、
他
者
に
向
け
て
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
、
『
記
』
に
お
け
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
「
活
躍
」
は
あ
る
一
族
の

担
う
固
有
な
ワ
ザ
の
起
源
を
語
る
神
話
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
松
村
武
雄
（
「
日
本
神
話
の
研
究
」
培
風
館
、
一
九
五
五
）
は
鎮

魂
祭
を
基
盤
と
し
た
神
話
と
し
、
陰
所
を
露
出
し
た
「
舞
」
に
よ
っ

て
「
自
然
」
「
神
」
を
笑
わ
せ
る
の
は
、
「
萎
え
衰
へ
た
活
力
を
刺
激

し
回
復
さ
せ
る
」
意
図
が
あ
っ
た
と
し
、
松
本
信
広
（
『
日
本
神
話

の
研
究
三
」
一
九
三
一
、
東
洋
文
庫
一
九
七
一
）
は
冬
期
に
お
け
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る
祭
儀
で
の
「
笑
わ
せ
る
こ
と
を
主
眼
」
と
し
た
喜
劇
的
行
為
で
あ

るとする。

（
２
）
西
郷
、
『
古
事
記
注
釈
』
一
九
七
五
～
八
九
。

（
３
）
三
浦
、
「
ゑ
ら
く
神
々
」
『
神
話
と
歴
史
叙
述
』
若
草
書
房
、
一
九

（
４
）
西
郷
、
注
２
に
同
じ
。

（
５
）
吉
田
、
「
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
〈
神
が
か
り
〉
〈
わ
ざ
を
き
〉
ｌ
天
岩

と
と
天
孫
降
臨
」
『
日
本
文
学
』
六
○
’
二
、
二
○
二
）
。

（
６
）
以
下
ス
サ
ノ
ヲ
の
行
為
と
「
音
現
象
」
と
に
つ
い
て
は
、
猪
股
、
「
ス

サ
ノ
ヲ
の
「
歌
」
作
り
と
「
宮
」
作
り
ｌ
音
の
神
話
か
ら
「
音
職
」
へ
」

『
古
代
宮
廷
の
知
と
遊
戯
』
森
話
社
、
二
○
一
○
。

（
７
）
森
朝
男
に
よ
れ
ば
ア
マ
テ
ラ
ス
の
岩
屋
隠
り
を
引
き
起
こ
し
た
ス

サ
ノ
ヲ
の
身
体
性
は
「
数
々
の
空
間
を
横
断
し
、
移
動
し
続
け
て
止

ま
」
な
い
「
意
味
以
前
の
了
解
不
能
の
混
沌
」
た
る
「
死
」
に
連
な

る
身
体
性
で
あ
る
と
い
う
。
『
恋
と
禁
忌
の
古
代
文
芸
史
』
若
草
書
房
、

（
Ⅱ
）
三
浦
佑
之
『
古
事
記
講
義
」
文
芸
春
秋
、
二
○
○
三
。

（
皿
）
折
口
、
『
折
口
信
夫
全
集
」
ノ
ー
ト
編
一
二
、
中
央
公
論
新
社
、

（
岨
）
『
稜
威
道
別
」
に
髪
飾
り

な
ど
を
挿
し
た
女
、
巫
女
、

「
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
」
『
日
本
一

当
執
筆
者
、
多
田
み
や
子
。

（
８
）
猪
股
、
注
６
に
同
じ
。

（
９
）
清
水
、
「
草
木
言
語
論
」
『
神
の
こ
と
ば
・
人
の
こ
と
ば
」
古
代
文

学
会
叢
書
、
武
蔵
野
書
院
、
二
○
○
一
、
「
「
雑
霊
（
ぞ
う
り
ょ
う
ご

論
ｌ
「
さ
ば
え
な
す
」
神
々
の
声
」
『
日
本
文
学
』
六
○
’
二
、
二

九八。
○ 論一 ’ 二

○
○
二
。

一

○

に
髪
飾
り
を
し
た
女
の
意
と
し
て
以
来
、
「
神
に
花

〈
、
巫
女
、
神
女
の
意
味
」
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

」
『
日
本
神
話
事
典
』
大
和
書
房
、
一
九
九
七
、
担

一九七一・

（
旧
）
こ
れ
を
『
記
」
の
抱
え
た
、
正
史
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
「
偏
向
」

の
、
一
局
面
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

-５２-


